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CNS WHO Grade 2 および Grade 3 髄膜腫における、 MTAP 免疫組織化学と

FISH 解析による CDKN2A コピー数および臨床病理学的特徴との相関性

論文内容の要旨

一部の異型髄膜腫および退形成髄膜躍において、 CDKN2A ホモ接合性欠失の存在が今までに報告され

ており、再発や悪性転化に関わる遺伝子異常のーっとして考えられている。種々の悪性腫嬉の研究に

おいて、 MTAP 免疲組織化学が CDKN2A ホモ接合性欠失に対する良いサロゲートマーカーであることが示

されてきたが、髄膜腫においては未だ報告されていない。そこで我々は、初発および再発標本を含む、

30 症例の CNS WHO grade 2 および 3髄膜腫（異型髄膜腫：26 例 明細胞髄膜腫： l伊！？退形成髄膜

腫：3例）を対象に、 MTAP 免疫組織化学と FISH 解析による CDK N2A コピー数および臨床病理学的特徴と

の相関性の評価を行った。 FISH 解析を行うことができた 29 症例のうち、 3症例の CNS WHO grade 2髄

膜腫および 2症例の CNS WHO grade 3髄膜腫において、 CDK N2A ホモ接合性欠失が観察されたにれら

のうち、 3 症例は空間的あるいは時相的不均一性を示したいまた、免疫組織化学による MTAP の欠失と

CDKN2A ホモ接合性欠失との感度・特異度は共に 100 児であった。CDKN2A ホモ接合性欠失は、細胞増殖

活性（核分裂像数：P=0 .001, Ki-67 標識率・P=O. 03 ）および予後（全生存期間：P=O. 01 ，無増悪生存期

間：AO. 001) と有意に相関していた。我々は、 MTAP 免疫組織化学が CDKN2A ホモ接合性欠失に対する

良いサロゲートマーカーになりうることや、 CDKN2A ホモ接合性欠失が髄膜腫における重要な予後因子で

ある可能性を示した。


